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１．平成30年度出水状況（１） ～平成30年8月6日出水（前線）の概要①～

前線の影響で、山形県で非常に激しい雨が降り、累加雨量は多いところで300mmを超える大雨となりました。

山形県にある古口雨量観測所（国交省管轄）では24時間雨量366mm（既往第1位）、平根雨量観測所（国交省）では同333mm（既往第1位）を記録
しました。

新庄市、戸沢村で溢水、内水により、家屋浸水被害が生じました。

2

累加雨量レーダ

※8月4日12時から6日12時までの48時間の累計

※統一河川情報システムより

・酒田（国土交通省）
累加雨量 163mm

・白糸の滝
（国土交通省）

累加雨量 221mm

天気図（8月6日3時頃）

衛星画像（8月6日3時）

天気図は気象庁、衛星画像は日本気象協会資料より

・平根（国土交通省）
累加雨量 333mm

・古口（国土交通省）
累加雨量 366mm

○レベル4（氾濫危険水位超過）
・最上川

１．河川出水状況（山形県内の直轄河川）

○直轄2ダムで防災操作を実施
・月山ダム
・寒河江ダム

２．直轄ダム洪水調節状況（山形県内）

○山形県内
新庄市：排水ポンプ車 30m3/min ×1台
戸沢村：排水ポンプ車 30m3/min ×4台
三川町：排水ポンプ車 30m3/min ×2台

照明車 ×1台

３．排水ポンプ車の出動状況（山形県内）

４．一般被害状況（山形県内の国管理区間）

○山形県で3市5町2村で避難勧告、避難指示
酒田市、鶴岡市、三川町、庄内町、
戸沢村、真室川町、新庄市、
大蔵村、舟形町、最上町、

５．避難指示及び避難勧告（山形県内）

○最上川 溢水・内水（計4地区）
・畑地区（新庄市） 床上1戸、床下9戸
・蔵岡地区（戸沢村） 床上9戸、床下75戸
・皿島地区（戸沢村） 床上0戸、床下1戸
・古口地区（戸沢村） 床上1戸、床下50戸

出典：新庄河川事務所の痕跡調査

8月6日7時頃撮影

蔵岡地区（戸沢村）浸水状況

最上川

8月6日6時40分撮影

8月6日6時40分撮影

角間沢川



１．平成30年度出水状況（２） ～平成30年8月6日出水（前線）の概要②～

3

古口（ふるくち）雨量観測所
▲最上川 下瀬水位観測所付近 ▲最上川 臼ヶ沢水位観測所付近

最大時間雨量：
55ｍｍ
(8月6日 0：00)

累加雨量：366mm
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最大時間雨量：
49ｍｍ(5日 18:00)

累加雨量：163mm

氾濫注意水位超過観測所の既往ピーク水位との比較

▲最上川 両羽橋水位観測所付近 ▲最上川 高屋水位観測所付近

氾濫危険水位 8.20m  

避難判断水位

8.00m

氾濫注意水位 5.50m

水防団待機水位 3.30m

計画高水位 9.70m

洪水ピーク水位 8.53m（8月6日5:00）

水位（ｍ）

下瀬（したせ）水位観測所

水位（ｍ）

氾濫危険水位 3.00m

避難判断水位 2.80m

氾濫注意水位 2.20m

水防団待機水位 1.40m

計画高水位 3.48m

洪水ピーク水位 3.45m（8月6日9:00）

下瀬（したせ）水位観測所

H30.8.6 17:05 撮影 H30.8.6 15:02 撮影

H30.8.6 16:48 撮影 H30.8.6 9:17 撮影

出典：高水速報

最高水位 備考

日時 水位(m) 年月日 水位(m)

最上川 最上川 下瀬 2.1k 8.6 9:00 3.45 S44.8.8 3.67
最上川 両羽橋 5.0k 8.6 9:00 5.07 S44.8.8 5.60
最上川 砂越 11.0k 8.6 8:00 8.80 S44.8.8 8.30
最上川 臼ヶ沢 21.0k 8.6 7:00 16.34 S33.7.29 16.70
最上川 高屋 32.2k 8.6 6:00 6.58 S44.8.8 7.80
最上川 古口 40.2k 8/6 05:10 8.54 S19.7.21 8.95
最上川 本合海 49.5k 8/6 06:00 7.64 S44.8.8 8.56
最上川 清水 55.6k 8/6 06:10 4.80 H25.7.18 5.65
最上川 堀内 62.8k 8/6 05:40 5.46 H25.7.18 7.32
京田川 広田 4.2k 8.6 9:00 3.89 H5.7.14 3.74
相沢川 石名坂 1.3k 8.6 8:00 5.44 H23.8.18 5.08
鮭川 岩清水 4.1k 8/6 01:50 6.96 S50.8.6 6.30
鮭川 真木 13.7k 8/6 00:50 6.21 H16.7.17 6.10
鮭川 八千代橋 22.6k 8/5 23:10 4.97 S50.8.6 6.86

真室川 真室川 3.2k 8/6 00:10 3.30 S50.8.6 5.30
金山川 平岡橋 2.4k 8/6 00:00 3.49 S62.8.29 2.86

最上小国川 長者原 2.7k 8/6 04:20 3.25 H27.9.11 2.56

水系名 河川名 観測所名
既往最高位

距離標

酒田（さかた）雨量観測所

両羽橋

砂越

古口

下瀬
したせ

臼ヶ沢
うすがさわ

広田 石名坂 平岡橋

真木

岩清水
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真室川

本合海
清水 長者原

堀内

高屋

八千代橋
△

凡 例
○ 雨量観測所
△ 水位観測所

※赤字・・・既往最高を記録した観測所
※赤字・・・既往最高を記録した観測所

最上川の古口水位観測所では8.54m、下瀬水位観測所では、3.45mの水位を観測するなど、氾濫危険水位を超える出水となりました。

また、最上川支川の鮭川では岩清水水位観測所で6.96m、おなじく最上川支川の金山川では平岡橋水位観測所で3.49mを観測し、既往最大の
水位を記録しました。

古口（ふるくち）水位観測所



１．平成30年度出水状況（３） ～平成30年8月6日出水（前線）における対応①～

4▲三川町押切新田地内 照明車・排水ポンプ車稼動状況

東北地方整備局では、自治体への支援・情報収集のため、１市
1村へ３名職員をリエゾンとして派遣しました。

【リエゾン派遣状況】

・山形県酒田市 ２名（派遣期間 １日）
・山形県戸沢村 １名（派遣期間 １日）
・山形県鮭川村 １名（派遣期間 １日）

▲酒田市リエゾンの派遣状況

新庄市本合海地区（本合海排水樋管）
8月6日3:30～6日13:15（１台稼働）

三川町押切新田地内
最上川水系 藤島川

8月6日4:48～6日14:30（１台稼働）

最上川
戸沢村蔵岡地区（角間沢排水機場）

8月6日 6:40～6日18:00 （３台稼働）

最上川

最上川
戸沢村古口地区（古口排水機場）
8月6日4:40～6日14:30 （１台稼働）

最上川水系 藤島川
三川町押切新田地内
8月6日3:29～6日5:31 （１台稼働）

自治体からの要請に応じ、排水ポンプ車を派遣し、内水を排除し
ました。

▲戸沢村蔵岡地区 排水ポンプ車稼動状況

照明車・排水ポンプ車稼動状況

自治体への洪水ホットライン

東北地方整備局では、洪水による氾濫の発生が予想されたため、
市町村長へ直接、河川水位などの情報提供を実施しました。

月日 連絡先 回数 内容

新庄河川 ⇔ 鮭川村 １

8月5日 新庄河川 ⇔ 真室川町 ２

新庄河川 ⇔ 戸沢村 １
・河川水位の予測情報

8月6日

新庄河川 ⇔ 真室川町 ３
・水位到達見込みについて

新庄河川 ⇔ 鮭川村 ３
・緊急速報メールについて

・リエゾン派遣等について
新庄河川 ⇔ 戸沢村 ２

酒田河国 ⇒ 酒田市 ４

酒田河国 ⇒ 庄内町 ２

今回の出水において関係自治体と新庄河川・酒田河川国道
事務所で 計18回に及ぶホットラインを実施

出水対応として、排水ポンプ車やリエゾンの派遣を実施した他、東北地方整備局と自治体のホットラインにより、洪水被害の縮小、迅速な情
報共有を図りました。

リエゾン（災害対策現地情報連絡員）の派遣災害対策機械（排水ポンプ車等）の支援



１．平成30年度出水状況（４） ～平成30年8月6日出水（前線）における対応②～
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最上川水系寒河江川の寒河江ダム上流域において、8月5日10時頃から降り続いた雨は、8月6日7時までに累加雨量が162mmに達し、寒河江ダムでは最大毎秒
487m3（8月6日6:10）の水が流れ込みました。

今回の洪水において、寒河江ダムでは約1157万m3（※東京ドームで約9.3杯分）の水を貯め込み、下流河川の水位の低下を図りました。（※東京ドーム約124万ｍ３）

寒河江ダムによって、ダム下流の寒河江市西根地点（寒河江川下流基準地点）で約105cmの水位を低減させる効果があったものと推測されます。

寒河江ダム

西根観測所

寒
河
江
ダ
ム
貯
水
状
況

寒河江川における水位低減効果

▽ダムが無い場合 11.72m

△今回の実績水位 10.67m

（ダム下流寒河江市西根観測所地点）
ダムが無い場合の水位：11.72ｍ
今回の水位 ：10.67ｍ

→約1.05mの水位低減

ダムへ最大に流れ込んだ水の量
毎秒487m3

ダムへ最大で貯め込んだ水の量
毎秒470m3

ダムが貯め込んだ量
1157万m3

累加雨量162mm

（ｍ）

8月5日（日）
17：00 状況

レーダー累加雨量
（8月5日10:00 ～ 8月6日10:00） （時間mm） （累加mm）

8月6日（月）
12：00 状況洪水後貯水位

8月5日

位 置 図 寒河江ダムの洪水貯留状況

洪水前貯水位

寒河江ダム

（右岸）（左岸）

5.2m水位上昇
洪水後

8月6日

（流量ｍ３/ｓ） （貯水位ｍ）

寒河江ダムの効果



１．平成30年度出水状況（５） ～平成30年8月31日出水（前線）の概要①～
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前線の影響で、山形県で非常に激しい雨が降り、累加雨量は多いところで250mmを超える大雨となりました。

山形県にある白糸の滝雨量観測所（国交省）では累加雨量263mm、大中島雨量観測所（国交省）では同277mmを記録しました。

戸沢村、鮭川村で内水により、家屋浸水被害が生じました。

累加雨量レーダ 天気図（8月31日3時頃）

衛星画像（8月31日3時）

※8月29日14時から31日14時までの47時間の累計

※統一河川情報システムより

・酒田（国土交通省）
累加雨量 162mm

・白糸の滝（国土交通省）
累加雨量 263mm

・大中島（国土交通省）
累加雨量 277mm

・平根（国土交通省）
累加雨量 203mm

○レベル4（氾濫危険水位超過）
・最上川

１．河川出水状況（山形県内の直轄河川）

○直轄1ダムで防災操作を実施
・月山ダム

２．直轄ダム洪水調節状況（山形県内）

○山形県内
新庄市

・排水ポンプ車 30m3/min ×1台
三川町

・排水ポンプ車 30m3/min ×2台
戸沢村

・排水ポンプ車 30m3/min ×5台

３．排水ポンプ車の出動状況（山形県内）

４．一般被害状況（山形県内の国管理区間）

○山形県で2市3町3村で避難勧告、避難指示
酒田市、新庄市、最上町、庄内町、舟形町、
戸沢村、鮭川村、 大蔵村

５．避難指示及び避難勧告（山形県内）

天気図は気象庁、衛星画像は日本気象協会資料より

○最上川 内水（計2地区）
・蔵岡地区（戸沢村） 床上2戸、床下40戸
・観音寺地区（鮭川村） 床下１戸

出典：蔵岡地区 新庄河川事務所の痕跡調査

観音寺地区 鮭川村調べ

8月31日14時頃撮影

最上川

蔵岡地区（戸沢村）浸水状況

角間沢川
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△ 水位観測所

※赤字・・・既往最高を記録した観測所

最上川では8月6日に続き、短期間のうちに2度の氾濫危険水位を超える出水となりました。
特に下瀬水位観測所では、31日15時に氾濫危険水位を超える3.13mの水位を記録しました。

１．平成30年度出水状況（６） ～平成30年8月31日出水（前線）の概要②～
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▲最上川 庄内大橋から下流を望む ▲最上川 清川橋から下流を望む

▲最上川 両羽橋から下流を望む ▲最上川 さみだれ大堰から下流を望む

氾濫危険水位 8.20m  

避難判断水位 8.00m

氾濫注意水位 5.50m

水防団待機水位 3.30m

計画高水位 9.70m

洪水ピーク水位 7.57m（8月31日11:00）

水位
（ｍ）

8月31日8月30日 9月1日

水位（ｍ）

氾濫危険水位 3.00m  

避難判断水位 2.80m

氾濫注意水位 2.20m

水防団待機水位 1.40m

計画高水位 3.480m

洪水ピーク水位 3.13m（8月31日15:00）

8月30日 8月31日 9月1日

氾濫危険水位超過
（8月31日13：00～17：00）

最大時間雨量：
31ｍｍ(31日 2：00)

H30.8.31 11:52 撮影 H30.8.31 10:00 撮影

H30.8.31 12:50 撮影 H30.8.31 9:50 撮影

氾濫注意水位超過観測所の既往ピーク水位との比較

最高水位 備考

日時 水位(m) 年月日 水位(m)

最上川 最上川 下瀬 2.1k 8.31 15:00 3.13 S44.8.8 3.67
最上川 両羽橋 5.0k 8.31 13:00 4.70 S44.8.8 5.60
最上川 臼ヶ沢 21.0k 8.31 12:00 15.63 S33.7.29 16.70
最上川 高屋 32.2k 8.31 11:00 5.87 S44.8.8 7.80
最上川 古口 40.2k 8/31 10:40 7.57 S19.7.21 8.95
最上川 本合海 49.5k 8/31 09:20 6.92 S44.8.8 8.56
最上川 清水 55.6k 8/31 08:50 4.02 H25.7.18 5.65
最上川 堀内 62.8k 8/31 07:50 5.04 H25.7.18 7.32
京田川 広田 4.2k 8.31 14:00 3.66 H30.8.6 3.90
鮭川 岩清水 4.1k 8/31 06:30 6.33 H30.8.6 6.96
鮭川 真木 13.7k 8/31 05:40 5.27 H30.8.6 6.21
鮭川 八千代橋 22.6k 8/31 09:30 4.92 S50.8.6 6.86

最上小国川 長者原 2.7k 8/31 07:40 3.26 H30.8.6 3.25

既往最高位
距離標水系名 河川名 観測所名

出典：高水速報※赤字・・・既往最高を記録した観測所

酒田（さかた）雨量観測所

古口（ふるくち）雨量観測所

古口（ふるくち）水位観測所

下瀬（したせ）水位観測所



出水対応として、排水ポンプ車やリエゾンの派遣を実施した他、東北地方整備局と自治体のホットラインにより、洪水被害の縮小、迅速な情
報共有を図りました。

１．平成30年度出水状況（７） ～平成30年8月31日出水（前線）における対応①～

8

災害対策機械（排水ポンプ車等）の支援

▲三川町押切新田地内 照明車・排水ポンプ車稼動状況

自治体への洪水ホットライン

東北地方整備局では、洪水による氾濫の発生が予想されたため、
市町村長へ直接、河川水位などの情報提供を実施しました。

今回の出水において関係自治体
と新庄河川・酒田河川国道事務
所で 計6回に及ぶホットラインを
実施

ホットラインの状況
（酒田河川国道事務所長）

最
上
川

角間沢排水樋管

8月31日12時頃撮
影

最上川
新庄市本合海地区（本合海排水樋管）

8月31日6:10～21：00 （１台稼働）

自治体からの要請に応じ、排水ポンプ車を派遣し、内水を排除しました。

最上川水系 藤島川
三川町押切新田潴（みずま）地内
8月31日4:55～9月1日3:35

最上川水系 藤島川
三川町押切新田二丁排水地内
8月31日5:20～31日19:20

最上川
戸沢村蔵岡地区（角間沢排水樋管）

8月31日6:15～31日16:30 （３台稼働）

最上川
戸沢村蔵岡地区（下沖上排水樋管）

8月31日13:05～31日16:30 （２台稼働）

▲戸沢村蔵岡地区 排水ポンプ車稼動状況

月日 連絡先 回数 内容

8月31日 酒田河国 ⇔ 酒田市 3 ・河川水位の予測情報
・水位到達見込みについて
・緊急速報メールについて
・リエゾン派遣について

新庄河川 ⇔ 戸沢村 2

新庄河川 ⇔ 舟形町 1照明車・排水ポンプ車稼動状況

リエゾン（災害対策現地情報連絡員）の派遣

東北地方整備局では、自治体への支援・情報収集のため、１市1
町1村へ6名職員をリエゾンとして派遣しました。

【リエゾン派遣状況】

・山形県酒田市 ２名（派遣期間 ２日）
・山形県最上町 ２名（派遣期間 １日）
・山形県戸沢村 ２名（派遣期間 １日）

▲リエゾン活動状況（戸沢村）



2．平成30年度渇水状況（１） ～平成30年6～8月 降雨の状況～

山形県内の６月～８月の降水量は、村山の一部と置賜地方では６月から７月にかけて平年の２～３割程度しかなく、かなり少ない状況でした。

８月に入り、台風や前線などの影響により県内各地で平年の２倍以上の降雨を記録していましたが、置賜地方では平年並みの降水量であり、３ヶ月間の総降水量
も平年よりもかなり少ない状況でした。

9

山形県内各地域の降水量状況（6月1日～8月29日）
■降水量９０日間合計

2018年6月1日～8月29日

平年比(％)

山形県

岩手県

宮城県

福島県

秋田県 （新庄市） （尾花沢市）

（新庄市） （高畠町） （飯豊町）

新庄

高峰

長井

高畠

尾花沢



平 常 時 渇 水 時

2．平成30年度渇水状況（2） ～平成30年6～8月 流量の状況～
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平成6年日平均流量

平成24年日平均流量

平成27年日平均流量

平成30年9時流量

基準流量

5ヶ年平均渇水流量

流量（m3/s） 高屋水位流量観測所

基準流量 60m3/s

5ヶ年平均渇水流量 101.81m3/s

7/28 , 29

最小流量 ５８．４ｍ３／ｓ （７月２８日）
※観測統計史上１４番目

糠野目 40日 9日 1日 22日

小出 0日 0日 1日 20日

中郷 18日 3日 3日 19日

稲下 0日 0日 0日 0日

高屋 8日 0日 0日 2日

基準流量※を
下回った日数

H6年
（6/1～8/28）

H24年
(6/1～8/28）

H27年
（6/1～8/28）

H30年
(6/1～8/28）

※「基準流量」とは、渇水対策支部設置の基準となる流量
※H6,H24,H27は日平均流量

※H30は9時流量

小出 水位流量
観測所

糠野目水位流量
観測所

最上川の流量は小雨の影響により徐々に低下し、７月中旬頃から多くの観測地
点で基準流量を下回る状況となりました。

８月の降雨により、現在の流量は回復したが、全国規模の渇水であった平成6年
に匹敵する流況となりました。

H30年8月3日
9時20分

糠野目水位
観測所水位
7.65m
（9：20 時点）

H30年8月9日
10時35分

糠野目水位
観測所水位
8.72m
（10：35 時点）

H30年7月27日
11時07分

中郷水位
観測所水位
9.96m
（11：10 時点）

H30年8月16日
9時42分

中郷水位
観測所水位
11.32m
（9：45 時点）

H30年7月27日
10時33分

稲下水位
観測所水位
10.26m
（10：30 時点）

H30年8月6日
10時30分

稲下水位
観測所水位
13.86m
（10:21 時点）

H30年8月9日
9時50分

小出水位
観測所水位
8.29m 
（9：50 時点）

H30年7月26日
9時40分

小出水位
観測所水位
7.82m
（9：40 時点）

H6年8月11日 稲下地点
（碁点橋より下流・村山市）

H6年8月11日 中郷地点
（此の木橋より下流・寒河江市）

H20年11月16日
11時47分

高屋水位
観測所水位
-0.25m
（12:00時点）

H30年8月4日
13時56分

高屋水位
観測所水位
-1.08m
（14:00時点）

10

参考）H6渇水時



2．平成30年度渇水状況（3） ～渇水対策協議会の対応～

11

最上川の流量や各ダムの貯水量が基準を下回り、早期の回復が見込めない状況となったことから、最上川水系渇水情報連絡協議会では臨時の幹事会を開催し、
流域内の関係機関との情報共有や連携の強化など、被害の防止と軽減に努めました。

平成３０年の渇水は平成６年に次ぐ渇水となりましたが、合理的な水利用の調整と最上川への直轄ダムからの補給などをはじめ、緊密な連携による対応を行った
結果、一部で取水制限等が行われたものの、断水や稲枯れなどの大きな被害は生じませんでした。

１）臨時幹事会の開催
第１回 ７月１３日：構成員毎の情報提供と共有、連携の強化を確認
第２回 ７月２７日：構成員毎の情報提供と共有、連携の強化を確認

２）構成員の主な対応
①酒田市上水道（山形県企業局）

塩水遡上の影響による酒田市上水道の取水停止（H30.7.28）に対し、田沢川ダムによる
広域水道の未利用水を緊急的に活用。

②ダム（国、県）
利水者とのきめ細やかな調整を実施。白川ダム等ではかんがい用水や河川の流況改善

としてダムからの補給を実施。
・白川ダム利水調整会議の実施（４回）
・長井ダム利水者調整会議の実施（２回）
・寒河江ダム利水者調整会議の実施（１回）

３）渇水対策支部の設置
○山形河川国道事務所 ７月２０日 注意体制（渇水対策支部設置）

９月 ３日 注意体制（渇水対策支部）解除
○酒田河川国道事務所 ７月３０日 注意体制（渇水対策支部設置）

９月 ３日 注意体制（渇水対策支部）解除
○新庄河川事務所 ７月３０日 注意体制（渇水対策支部設置）

９月 ３日 注意体制（渇水対策支部）解除
○最上川ダム統合管理事務所 ７月２０日 注意体制（渇水対策支部設置）

９月 ３日 注意体制（渇水対策支部）解除

流量観測実施状況 採水（水質調査）

ＵＡＶ撮影

最上川水系渇水情報連絡協議会の対応

※流況の把握や瀬切
れの状況（定点写真、
ＵＡＶなど） 水質変化
による魚の斃死など
の確認とともに、臨時
の流量観測や水質調
査などによる監視を強
化。

第1回幹事会（7月13日） 第2回幹事会（7月27日）



平成30年度は白川ダムの貯水位が過去最低水位まで低下する等、直轄３ダムの管理を開始してから過去最大の渇水が発生しました。
管内3ダムでは利水者等の関係者と情報交換、最上川本川への補給を実施しました。

2．平成30年度渇水状況（4） ～直轄ダムの対応①～

12

～直轄３ダムの管理を開始してから過去最大の渇水が発生～
・最上川上流域の６～７月の降水量が過去最低。

山形観測所(気象庁)の６～７月降水量は９５ｍｍで平年比の約３５％、昭和５１年以降の
４３年間で最小値

・白川ダム流域の６～７月の降水量が管理以降最低
白川ダム流域の６～７月降水量は１１０ｍｍで平年比の約３０％、管理開始(昭和５６年)
以降の３８年間で最小値

・白川ダムの貯水位が過去最低水位まで低下
渇水期間中に貯水位が３１２．０８ｍ（貯水率０．５％）と最低水位まであと８ｃｍまで低下

【渇水の状況】 【効果】

～かんがい用水等～
寒河江ダム：延べ３１日間で約１，９００万ｍ３の補給
長井ダム ：延べ６５日間で約１，３００万ｍ３の補給
白川ダム ：延べ７５日間で約１，１００万ｍ３の補給

～最上川本川への補給～
・寒河江ダム：６日間で約９９万ｍ３を補給
・長井ダム ：７日間で約１９０万ｍ３を補給

（過去最低水位まで低下した貯水池の状況）

白川ダム貯水池状況
平成３０年８月１５日
貯水位：EL=31２．０８ｍ
貯水率：０．５%
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白川ダム S56～H29の平均値 373mm

❒ダム流域の6～7月降水量の年別値(ダム管理開始以降)

【渇水対策に向けた取り組み状況】

～管内３ダムの取り組み～
・関係者との計７回の情報交換の実施。

(寒河江ダム1回、長井ダム２回、白川ダム４回)
・白川ダムでは最低水位以下の容量を活用する事について関係者間で合意。また、企業局

の発電取水を停止し、かんがいも必要最低限の取水とすることを、渇水情報連絡協議会で
話し合い、実施。

・長井ダムではかんがい用水を必要最低限とし、間断かん水(番水)をしながら節水につとめな
がら、最上川本川への補給も実施。

～利水者の取り組み～
・※１間断かん水（番水）を実施し節水に努力。 （野川改良区8/8～8/31で実施）

※１水が不足する時のかんがいのやり方で、地区を区分して順番で限られた日だけ取水する方法。



2．平成30年度渇水状況（5） ～直轄ダムの対応②～

白川ダムと利水者が連携し、調整を図りながらきめ細かくダム運用（補給）を実施しました。

貯水位が最低水位を下回り、深刻な渇水被害が懸念されたため最低水位以下の容量を活用する事について関係者間で合意しました。

白川ダムではかんがい用水等に対して、６／１５～８／２４の７０日間で延べ約１,１００万m3の水（山形県庁８４杯分に相当）を供給しました。

その結果、ダム管理開始以降の最大規模となった今回の渇水において、深刻な渇水被害は発生しませんでした。
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7/18 白川ダム利水調整会議

7/20 渇水対策支部設置(最上川ダム統管)

7/31 白川ダム利水調整会議(第2回)

8/29 白川ダム利水
調整会議(第4回)

7/19 発電停止

8/7 白川ダム利水調整会議(第3回)

白川ダム利水調整会議（7月18日） 長瀞橋より上流を望む（8月6日撮影）

かんがい区域の状況（8月19日） かんがい区域の状況（8月19日）

農業関係者の声

:ダム放流量(黒川・犬川取水含む)

:ダム流入量

ダムが無かった場合には６月末頃から安定した取
水が出来なかった可能性があった

洪水に備え
て貯水位を
下げる期間

かんがい用水等が安定的に取水できるようにダムに貯めた
水を使って補給。6/16～8/24の70日間で約1100万m3

関係者と
の調整会
議等の開
催状況

7/9 発電取水量減量(5.13→4.31)

ダムに貯めた水を使った
放流(ダム補給)

流域から入ってくる量

かんがいで通常必要とされる取水量の目安

• 今回の渇水で、いかに白川ダムに依存しているかを再認識した。
• 無事収穫を迎えられるので、ダムのお陰と感謝する。８月上旬には稲が

枯れ始め被害が出ると思われた。水の大切さを改めて感じさせられた。
• 底水（最低水位以下の水）を活用する事について事前に関係者間で合

意が出来たことは安心感に繋がった。
• 今までに無いような渇水という状況下でも全く被害（水不足による）が生

じなかったのは本当に良かった。

❒白川ダムの補給状況

13

白川ダムの補給状況

6/13 発電取水量減量(11.77→7.15)

6/18 白川水利調整協議会委員・幹事合同会議



2．平成30年度渇水状況（6） ～直轄ダムの対応③～

14

長井ダムと利水者が連携し、調整を図りながらきめ細かくダム運用（補給）を実施しました。

かんがい用水等に対して、６／１２～８／１５／の６５日間で延べ約１,３００万m3の水（山形県庁９９杯分に相当）を供給しました。

７/３１から８/１５には、最上川本川に対して延べ７日間にわたり(１～５m3/s)約１９０万ｍ3(山形県庁１５杯分)の補給を実施し、流況を改善を図りました。

その結果、ダム管理開始以降の最大規模となった今回の渇水において、深刻な渇水被害は発生しませんでした。
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:ダム放流量

:ダム流入量

かんがい用水等が安定的に取水できるようにダムに貯めた
水を使って補給。6/12～8/15の65日間で約1300万m3

8/8 野川土地改良区
番水の実施

ダムに貯めた水を使っ
た放流(ダム補給)

流域から入ってくる量

ダムが無かった場合には６月中旬頃から安
定した取水が出来なかった可能性があった

関係者と
の調整会
議等の開
催状況

8/7 長井ダム利水調整会議(第1回)

農業関係者の声

9/6 長井ダム利水調整会議(第2回)

かんがいで通常必要とされる取水量の目安

平山地点（8月3日撮影） 谷地橋地点（8月3日撮影）

野川分水工（8月6日撮影） 野川分水工（8月9日撮影）

❒長井ダムの補給状況

最上川本川
への補給

7/20 渇水対策支部設置(最上川ダム統管)

長井ダムの補給状況

・常日頃から恩恵を受けてはいるが、今年ほどダムがあって良かったと感じた
事はない。

・今回の渇水では、早い段階で長井ダム管理支所から「情報」及び「シミュレー
ション」の提供があったことから、混乱無くまた効率的な番水を実施すること
が出来た。

・野川土地改良区管内では水不足になった所もなく無事かんがい期間を終了
することが出来た。これもダムのおかげと感謝している。

各地点毎の補給後の流況状況



過去の水害発生状況、流域の重要度やこれまでの整備状況、地域特性などを総合的に勘案し、｢最上川水系河川整備基本方針｣で定めた目標に
向けて、上下流の治水安全度バランスを確保しつつ、築堤や河道掘削を中心に段階的かつ着実に整備を進めていきます。

治水対策の整備状況

◆治水事業の進捗状況（１）
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凡 例

：完成堤防
：山付区間
：事業完了
：事業実施中
：第一段階（当面整備）
：第二段階

完成堤防
284km
87.4%

H9完成

酒田市街地

長井市街地

山形市街地

米沢市街地

長井市

河北町

河 口

河道掘削

河道掘削

河道掘削

河道掘削

河道掘削

築堤（農耕地）
鮭川

須川

最上川

堤防質的整備

河道掘削

堤防質的整備

堤防質的整備

築 堤

築堤（農耕地）

築 堤

築 堤

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

河道掘削

築堤（農耕地）

築堤（農耕地）

その他（施設老朽化対策）

築堤（農耕地）
橋梁改築

築堤（農耕地）
築 堤

築堤（農耕地）

築 堤

最上狭窄部

河井山狭窄部

築 堤

堤防質的整備

大淀分水路

築 堤

河道掘削

築堤（家屋浸水対策） 荒砥狭窄部

河道掘削

山形市

米沢市高畠町

川西町

南陽市

山辺町

朝日町

白鷹町

中山町

天童市

東根市

村山市

舟形町

大石田町

新庄市

大蔵村

真室川町

鮭川村

戸沢村

庄内町

酒田市

上山市

大江町

寒河江市

大淀狭窄部

大久保遊水地

河道掘削

堤防質的整備

水制工の改築

河道掘削

酒
田
ブ
ロ
ッ
ク

飽
海
ブ
ロ
ッ
ク

戸
沢
ブ
ロ
ッ
ク

大淀ブロック 村山ブロック 朝日ブロック 長井ブロック 川西・南陽ブロック

須川ブロック

最上川上流

最
上
川
下
流

※最上川水系の全直轄管理区間の集計



0 10 20 30 40 50 60

合計

最上川上流

最上川中流

最上川下流

km

整備済区間

整備必要区間

39.1km/54.2km 72.2%

19.7km/25.9km 75.9%

14.5km/23.4km 62.1%

4.9km/4.9km 100.0%

0 5 10 15 20 25 30 35

合計

最上川上流

最上川中流

最上川下流

km

整備済区間

整備必要区間

17km/30.5km 55.7%

13.6km/23.7km 57.4%

3.4km/6.8km 50.0%

整備区間無し

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000

合計

最上川上流

最上川中流

最上川下流

km

整備済区間

整備必要区間

479千m3/8524千m3 5.6%

341千m3/2504千m3 13.6%

5千m3/4920千m3 0.1%

133千m3/1100千m3 12.1%

0 20 40 60 80 100 120 140 160

合計

最上川上流

最上川中流

最上川下流

km

整備済区間

整備必要区間

41.4km/136.8km 30.2%

20.1km/76.3km 26.3%

7km/41.3km 16.8%

14.3km/19.2km 74.4%

◆治水事業の進捗状況（２）
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〇堤防の量的整備（築堤）

〇洪水調節施設の整備

〇狭窄部の治水対策

〇河川整備計画事業費〇堤防の質的整備

〇河道掘削

〇危機管理型ハード対策（整備計画変更で追加）

〇防災ステーションの整備

整備計画全メニューの内、堤防の量的整備は約72％、堤防の質的整備が約30％まで進捗しています。

今後は堤防量的整備に並行して河道掘削および堤防の質的整備等を進めていく予定です。

H30年末時点

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

事業費

億円

整備済区間

整備必要区間

662.6億円（ 42.6%） 1554億円（全体）

km

km

km

km



３．治水事業の進捗状況（３）

17

堤防の地質状況を調査した結果、山寺地区の堤防は洪水時、河川水の浸透による堤防決壊が懸念されています。
このため、堤防機能を確保すべく浸透対策を実施し、安全性の向上を図ります。

整備箇所
位 置 図

完成状況事業実施前 施工状況

堤防

止水矢板工法により、河川
から基礎地盤に浸透する
水量と水圧を軽減し、堤防
法崩れ・崩壊を防ぐ。

堤防の浸透対策とは！

17.0k 17.2k 17.4k 17.6k
17.8k

18.0k
18.2k 18.4k

浸透対策
L=65ｍ

浸透対策
L=500ｍ

凡 例

Ｈ30まで施工

Ｒ 1施工予定

堤防質的整備（浸透対策）：山寺地区［酒田市：庄内地域］

最上川



河道掘削：古口地区［戸沢村：最上地域］

整備箇所位 置 図

河道掘削

樹木伐採

H30.8出水と同規模の

出水時に、水位を約
90cm低下

横断図(河道掘削イメージ)
A-A断面

３．治水事業の進捗状況（４）
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Ａ

Ａ

対策内容 対策前

着手前：19.5.18  撮影

対策中（令和元年９月時点）

着手後：19.8.8撮影

樹木伐採完了、
引き続き河道掘削を実施中。

平成30年7月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基づき、洪水時の危険性に関する緊急対策として、緊急的に樹木伐採・河
道掘削等を実施し、早期に地域の安全性の向上を図ります。
令和元年度は、河道掘削及び樹木伐採を実施します。

凡 例
河道掘削・樹木伐採



陸閘

樋管（排水）
樋管（用水）

輪中堤

側道

３．治水事業の進捗状況（５）

治水対策の住民合意形成の取り組み：蔵岡地区[戸沢村：最上地域］

平成３０年８月に２度の洪水により、浸水被害が生じた戸沢村蔵岡地内において、既存施設の現状や今回の洪水規模に対する治水対策など、3回の住民
説明会を開催し住民から意見を収集し、計画に反映させることで、住民との合意形成を図りました。

住民の意見を反映し、輪中堤を主とした治水対策を、村・県・国が連携して進め、早期の安全性向上を目指します。

排水ポンプ車訓練（H31.4.25）

19

角間沢排水樋管

位 置 図 整備箇所

蔵岡地区

非常用発電機 常設状況

危機管理型水位計 設置状況輪中堤案の検討

設置状況

危機管理型水位計

４月１日から運用開始

防災マップの更新

H31.3.17 第3回住民説明会実施



３．治水事業の進捗状況（７）
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糠野目地区は無堤となっており、氾濫域には高畠町が計画する次期工業専用地域があります。高畠町は国土交通省の堤防整備に合わせた工業
専用地域の拡張計画を進めており、堤防整備の早期完成を目指します。

令和元年度は、築堤の整備を実施し、当該事業の完成を目指します。

整備箇所

位 置 図

築堤整備：糠野目地区［高畠町 置賜地域］

←
最上川

H26.11.27 撮影

堤防背後地には多くの工場が立地
↓

197.403(KN.66)

197.203(KN.
65)

196.9
91(KN

.64)

196.743(KN.63)
196.469(KN.62)

夏目橋

西町西工業団地

H28年8月23日9時撮影

最上川

夏目橋付近の出水状況（台風9号）
なつめばし

次期工業専用地域

最上川



３．治水事業の進捗状況（８）
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平成30年7月豪雨等の近年の災害を踏まえ実施した重要インフラの緊急点検結果に基づき、洪水時の危険性に関する緊急対策として、緊急的に
樹木伐採・河道掘削等を実施し、早期に地域の安全性の向上を図ります。

令和元年度は、河道掘削を実施します。

整備箇所

位 置 図

河道掘削：須川地区［山形市 村山地域］

平成14年7月 出水状況

落合橋

中野目橋

須川河道掘削前 須川河道掘削後

須川河道掘削イメージ



平成30年7月豪雨、平成30年台風第21号、平成30年北海道胆振東部地震等により、これまで経験したことのない事象が起こり、重要インフラの
機能に支障を来すなど、国民経済や国民生活に多大な影響が発生しています。
国民の生命を守る重要インフラが、あらゆる災害に際してその機能を発揮できるよう、最上川水系でも緊急点検を実施し、河道掘削・樹木伐採
・堤防強化対策等を緊急的に進めています。

４．その他の主な取組 重要インフラ点検 （１）

22

「防災・減災、国土強靭化のための3か年緊急対策」の概要

堤防強化対策（堤防法尻補強 村山野川右岸）

樹木伐採前（最上川左岸）

最上川

最上川

樹木伐採後（最上川左岸）

堤防強化対策（堤防浸透対策 最上川右岸）

伐採



最上川中流大規模氾濫時の減災対策協議会最上川上流大規模氾濫時の減災対策協議会 最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会

■減災対策協議会の実施■減災対策協議会の実施■減災対策協議会の実施

第1回最上川上流大規模氾濫時の減災対策協議会として

平成28年5月31日以来、現在までに6回の策協議会が開催

され、進捗状況の共有や取り組み事例の紹介・フォロー

アップが行われている。

第1回最上川中流大規模氾濫時の減災対策協議会として

平成28年5月27日以来、現在までに5回の策協議会が開催

され、進捗状況の共有や取り組み事例の紹介・フォロー

アップが行われている。

最上川下流・赤川大規模氾濫時の減災対策協議会として

平成28年5月30日以来、現在までに6回の協議会が開催され、

進捗状況の共有や取り組み事例の紹介・フォローアップが

行われている。

『水防災意識社会再構築ビジョン』として、最上川水系で発生しうる大規模な水害に備え、国、県、市町村が連携して減災のための目標を共有し、
ハード・ソフト対策を一体的かつ計画的に推進するため、『大規模氾濫時の減災対策協議会』を設置し、『減災に係る取組方針』が平成28年度に作
成されています。

平成29年1月に「中小河川等における水防災意識社会の再構築のあり方」についての答申を受けて、各協議会で、県管理河川も取組の対象に含めるよ
うに『減災に係る取組方針』の変更が行われ、現在、地域の実情に応じて必要な取組みについて継続的に協議会を開催し、進捗状況の共有やフォ
ローアップを行い、水防災意識を高めています。

４．その他の取組 減災対策協議会の継続開催

2323

＜構成機関＞

◇自治体

鶴岡市、酒田市、三川町、

庄内町

◇山形県

◇山形地方気象台

◇東北地方整備局

第1回協議会 H28.5.30

第2回協議会 H28.8.25

第3回協議会 H29.5.30

第4回協議会 H29.11.27

第5回協議会 H30.6.14

第6回協議会 R01.5.31

第1回協議会 H28.5.27

第2回協議会 H28.9.21

第3回協議会 H29.5.29

第4回協議会 H29.11.21

第5回協議会 H30.5.31

第6回協議会 R1.5.29

＜構成機関＞

◇自治体

新庄市、尾花沢市、大石田町、

金山町、最上町、舟形町、真室川町、

大蔵村、鮭川村、戸沢村

◇最上広域市町村圏事務組合

◇山形県

◇山形地方気象台

◇東北地方整備局

第1回協議会 H28.5.30

第2回協議会 H28.9.12

第3回協議会 H29.5.23

第4回協議会 H29.11.22

第5回協議会 H30.7.3

第6回協議会 R01.6.3

＜構成機関＞

◇自治体

山形市、米沢市、寒河江市、上山市、

村山市、長井市、天童市、東根市、

南陽市、山辺町、中山町、河北町、

西川町、朝日町、大江町、高畠町、

川西町、小国町、白鷹町、飯豊町

◇山形県

◇山形地方気象台

◇東北地方整備局

H29.1 ホットラインによる確実な情報伝達、助言
の実施

H29.6 水電池を利用した「河川水位警告灯」の試
験運用

H29.7 洪水時の避難指標の設定
H29.8 戦後最大規模「羽越水害」から50年を契機

とした「最上川防災フェスタ」の開催
H31.1～実際の避難行動を考慮した地域オリジナル

の洪水対応の取り組み（長井市）（山辺町）
R01.5 豪雨災害 心構え学ぶ「最上川水防災セミ

ナー」開催
R01.5～「教育現場における防災学習を支援」

～防災教育の取り組み～

H28.11 最上川大川渡地区堤防浸透対策完了
H29.5 洪水対応演習を実施
H29.9 緊急速報メールの配信訓練を実施
H29.11 最上川・赤川直轄改修着手100周年記念シン

ポジウム開催
H30.2 水防法改正等に基づくよう配慮者利用施設の

避難確保計画作成推進説明会の開催
H30.5 緊急速報メールを活用した洪水情報のプッ

シュ型配信を開始
H30.8 大雨に伴う水防工法の実施・排水ポンプ車に
よる排水作業の実施
R01.5 第1回酒田市水害タイムライン策定会議の開催
R01.5 排水ポンプ車設置・運転訓練を実施

■減災に係る主な取り組み■減災に係る主な取り組み ■減災に係る主な取り組み

H29.2 市町村防災担当者のための「ハザードマッ
プ作成支援ツール」説明会
大蔵村烏川地区「まるごとまちごとハザード
マップの作成

H29.10 危機管理型ハード対策～大蔵村白須賀地区
緊急速報メールを活用したプッシュ型の洪
水予報の配信
大蔵村烏川地区「まるごとまちごとハザー
ドマップ」標識看板の設置

H30.5 緊急速報メールを活用した洪水情報のプッ
シュ型配信を開始

R01.11 水防法改正等に基づく要配慮者利用施設
の避難確保計画作成推進説明会の開催

R01.12 危機管理型水位計・簡易監視カメラ設置



流域内の市町村、山形県等の関係機関と共に大規模氾濫時の減災に係る様々な取り組みを実施しています。

４．その他の取組 大規模氾濫時の減災に係る主な取り組み状況
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「水防災学習プログラム」の作成（H31.3）
（最上川上流減災対策協議会）
教育機関等と連携し最上川の水害を伝承するとともに、地域防災力の核となる

人材を育成していくことを目的に、水防災に関する知識の普及に取り組んでいま
す。平成30年2月に「防災教育検討会」を設立し、山形市立大郷小学校を支援校
として防災教育に取り組み、計2回の公開授業（社会1回、理科1回）、計3回の
検討会を経て、平成31年3月に「水防災河川学習プログラム」が完成し、最上川
上流管内の小学校及び教育委員会へ学習プログラムを配布しました。

公開授業の様子

最上川上流危機管理演習（置賜地区4市町）（R1.10）
（最上川上流減災対策協議会）

置賜地方4市町を対象に、豪雨災害対応訓練「最上川上流危機管理演習（置
賜地区）」を行いました。

危機管理演習では、昨年までのロールプレイング方式を簡易なものとし、想
定最大規模以上の事象に対して、よりベターな対応を机上で検討する訓練（課
題解決型方式）をあわせて実施しました。

令和元年10月8日
米沢市・南陽市・高畠町・川西町・山形地方気象台、山形県、国土交通省

※最上川下流減災対策協議会、最上川中流減災対策協議会でも同様の取り組みを実施※最上川下流減災対策協議会、最上川中流減災対策協議会でも同様の取り組みを実施

「水害タイムライン」策定会議の実施（R1.5）
（酒田市：最上川下流減災対策協議会）

最上川の水位上昇や水害発
生時に酒田市でどのような行
動を取るべきかを、時間経過
に従って細部まで整理してお
くため、酒田市、酒田河川国
道事務所、山形県、酒田警察
署、消防本部、酒田市消防団
とともに会議を開いて策定す
るものです。
ワークショップを行いながら、
活発な意見交換を行っていま
す。 ワークショップの様子

※最上川中流減災対策協議会、最上川上流減災対策協議会でも同様の取り組みを実施

「最上川水防災セミナー」を（R1.5）
（山形市：山形県内大規模氾濫時減災対策実行委員会）

「昭和44年8月洪水」から
50年目の節目の年として、改
めて水害から身を守る防災に
ついて考えるきっかけとする
ため、山形県内の減災対策協
議会協働による「最上川防災
セミナー」を開催しました。

水害サミット発起人である
兵庫県豊岡市の中貝市長と、
防災教育及び避難誘導策の在
り方を研究している東京大学
大学院 片田特任教授を招い
て、講演会を実施しました。

講演の状況



４．その他の主な取組 既存施設の活用事例（ダム周辺を利用した取り組み）

白川ダムでは「第37回全国白川ダム湖畔マラソン大会」、寒河江ダムでは「ツール・ド・さくらんぼ2019」や「全国中学生カヌー大会」が
行われました。また、寒河江ダムのある西川町は「東京2020オリンピック」モルドバ共和国のホストタウンに登録されており、寒河江ダムの
月山湖が同国のカヌー練習会場となる予定です。

各ダムでは大会事務局や利水者等と調整し、競技会場やコース周辺の環境整備（流木処理・安全管理）、貯水位や河川流量の確保等を行い、
大会成功へ向け協力しました。
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【寒河江ダム】湖面を利用した取組【寒河江ダム】ダム周辺を利用した取組【白川ダム】ダム周辺を利用した取組

第37回全国白川ダム湖畔マラソン大会
令和元年5月12日

ツール・ド・さくらんぼ2019
令和元年6月8日

全国中学生カヌー大会
令和元年7月26日～28日



拠点形成・観光資源の魅力向上の取組として、長井ダム及び白川ダムでは、「絶景・三淵渓谷通り抜け参拝」、「水陸両用バス」、「遊覧
船」、「白川湖体験巡視」が行われました。

長井ダムではツアー主催者と調整し見学コースや駐車箇所の環境整備を行い、白川ダムでは、重要な仕事のひとつである湖面巡視を体験して
もらいながら、水没林など自然の魅力を伝えました。

４．その他の主な取組 既存施設の活用事例（ダムの観光資源活用）
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【白川ダム】拠点形成・観光資源の魅力向上【長井ダム】拠点形成・観光資源の魅力向上【長井ダム】拠点形成・観光資源の魅力向上

絶景・三淵渓谷通り抜け参拝

水陸両用バス（夏季運行）

遊覧船（秋季運行） 白川湖体験巡視


